
　まちには、一般会計のほか、７つの特
別会計１つの企業会計があります。各特
別会計はほぼ平年並みの当初予算となっ
ています。公共下水道特別会計は、区域
拡大に伴う設計委託料の増などにより、
前年対比１２．２％の増となっています。

区　　　分 平成２９年度予算額 対前年度増減額 増　減　率

特別会計

学校給食事業 １億１７０７万円 ６６万円 ０．６％

公共下水道事業 ４億   ３３７万円 ４３７８万円 １２．２％

国民健康保険事業 ２３億７１１７万円 ３０４９万円 １．３％

農業集落排水事業 １億６４７０万円 ３８７万円 ２．４％

住宅新築資金等貸付事業 ３７９万円 ▲４万円 ▲１．１％

介護保険事業 １４億６５９９万円 ９２１０万円 ６．７％

後期高齢者医療事業 １億６９７９万円 ６４５万円 ３．９％

企業会計 水道事業

収益的収入 ４億１８４２万円 ▲７０５万円 ▲１．７％

収益的支出 ４億   ４１１万円 ▲１１２９万円 ▲２．７％

資本的収入 ８８０８万円 ３７４万円 ４．４％

資本的支出 ２億５６９５万円 ９８２万円 ４．０％
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Ｃ
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８
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０
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ワンポイントワンポイント
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１０ページ

１４ページ

２４ページ

定例会は、年４回３月・６月・９月・１２月に開かれます。３月の定例会は、
次年度予算が提案され、主なテーマのひとつとなります。

ワンポイントワンポイント
特別会計は、特定の事業や特定の収入で事業を行う場合に、
一般会計と区別して設置します。

ワンポイントワンポイント
町長の施政方針は、予算案を提案する前に、どのような方針で予算を編成したかを述
べるものです。この施政方針に対し、議員は、それぞれ持ち時間３０分で質問します。

ワンポイントワンポイント
本会議で提案された議案などは、部門別に分け、少人数の委員会に審査を任せます。これ
を委員会付託といいます。委員会では、付託された議案などを専門的・能率的に審査します。

ワンポイントワンポイント
委員会で審査された議案などは、本会議でそれぞれの委員会の委員長による
審査結果の報告の後、議決されます。

ワンポイントワンポイント
委員会は、本会議閉会中も、それぞれの委員会の担当する部門に関連する事項を調査・研究
するために活動します。先進地への視察なども、閉会中の委員会活動のひとつです。

特別会計当初予算
ほぼ平年なみ
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新
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落
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。
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・
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萩
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委
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落
合
一
宏

さ
ん
（
漆
原
・
72
歳
）
を

再
任
す
る
こ
と
に
、
議
会

は
全
会
一
致
で
同
意
し
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。
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れ
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ん
（
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原
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を
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す
る

町
長
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問
に
対
し
、
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会
は
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適
任
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め
答
申
し
ま
し
た
。
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ん
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原
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歳
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。

請　願

陳　情

議員発議・委員会発議

件　　名 申請者 紹介議員 結　果

請願 第１号
若者も高齢者も安心で
きる年金制度の実現を
求める請願

全日本年金者組合群馬県本部
委員長　田村　照代 
全日本年金者組合群馬県本部渋川支部
支部長　町田　孝比古

小池　春雄

採択
賛成１３反対 2
発委第２号
意見書提出

件　　名 申請者 結　果

陳情 第１号
平成 29 年度「給与所得等に係る市町村民税・道府県民
税特別徴収税額の決定・変更通知書（特別徴収義務者用）」
への個人番号記載の中止を求める陳情

群馬県保険医協会
会長　木村　康

不採択
賛成１反対１４

　　　　件　　名 提出者 結　果

発議 第１号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書
町議会議員　
山畑　祐男

可決
賛成１３反対 2

件　　名 申請者 結　果

発委 第１号 平成３０年度予算策定に関する予算要望
予算決算常任委員会
委員長　飯島　衛

可決
全会一致

発委 第２号 若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書
文教厚生常任委員会
委員長　馬場　周二

可決
賛成 13 反対 2

反対討論
小池春雄　議員

議員のお手盛り年金制度に反対
　現在、多くの人が非正規雇用で働いています。こう
いった現実を見ない、議員のお手盛り年金制度の復活
には反対です。

賛成討論
　山畑祐男　議員

議員にも将来の生活保障を
　本意見書は、議員の厚生年金への加入を求めるもの
であり、廃止された議員年金とは異なるものです。誰
もが将来安心した暮らしをするためにも、議員の厚生
年金加入は大切と考え、賛成します。
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